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≪一般募金≫

町民運動会、生ごみ収納箱設置（佐喜浜地区常会長会）、防災用備蓄品購入（椎名常会）、左義長

（三津常会）、老人会活動支援（高岡常会）、町内美化活動（室戸岬地区常会長会）、市民運動会（室

戸地区常会長会）、市民運動会・世代間交流事業（吉良川地区常会長会）、町民運動会（羽根地区常

会長会）

防災備蓄品購入（むろと福祉協会）、災害備蓄（元保育協会）、災害用備品購入（吉良川保育協会）

室戸市老人クラブ大会の開催（室戸市老人クラブ連合会）

福祉活動推進校助成金、地域福祉活動、生活困窮者緊急避難事業（室戸市社会福祉協議会）

≪歳末たすけあい募金≫

旧正月おせち弁当配布事業（室戸市民生委員児童委員協議会）

実施期間：令和7年10月1日～令和8年3月31日

今年度の室戸市目標額（歳末たすけあい募金を含む）２,９１２,０００円

令和7年度

共同募金運動は、都道府県を単位にして行われて
います。各都道府県内で共同募金としてお寄せいた
だいたご寄付は、同じ都道府県内で、子どもたち、
高齢者、障がい者などを支援するさまざまな福祉活
動や、災害時支援に役立てられます。
共同募金運動の期間は10月1日から翌年3月31日ま

での６か月間で、全国一斉に行われます。

共同募金の助成は、高齢者サロンの運営や点
訳ボランティアといった草の根のボランティア
活動の費用から、障がい者の共同作業所の車両
整備や社会福祉施設の改修まで、さまざまな民
間の地域福祉活動を支援しています。

赤い羽根共同募金
支える人を
支える募金

日本赤十字社活動資金への
ご協力ありがとうございました

寄 付 の お 礼

毎年５月からの赤十字運動月間で日本赤

十字社高知県支部室戸市地区に集まりまし

た活動資金は、令和7年８月31日現在

1,345,550円です。ご協力ありがと

うございました。

尚、令和8年３月末まで受け付けしており

ますので、引き続きご協力お願い致します。

共同募金運動とは？

共同募金の使いみち

「令和７年度の助成金（令和６年度募金）で行われる室戸市内での活動」

缶詰・白米などの食料品

室戸岬地区更生保護女性会 様

匿名1名 様

古切手・未使用切手等

小野英昭 様 田渕孝彦 様

元保育所 様 匿名1名 様

今年も２４時間テレビへたくさんの
ご協力、ありがとうございました！

（協力団体）

芸東保護区保護司会

芸東地区更生保護女性会

芸東ＢＢＳ

令和7年度・募金額のお知らせ
247,847円

室戸市老人クラブ連合会主催

開催日：令和7年10月4日（土）

時 間：12：00開場/12：30開演

（15時終了予定）

会 場：室戸市保健福祉センターやすらぎ

「夢ひろば」

入場料：無料
（全席自由 ※一部室戸市老人クラブ会員優先席あり

※電話予約不可）

「裁縫が好き。着
なくなった洋服で
作っています。」
（幸やん 92歳）

室戸市内での
使い道

劇団とんぼ座 室戸公演

共同募金は、地域の福祉団体等からの助成の
申請を基に助成計画を立案し、その計画に基づ
き、助成事業に必要とされる目標額を毎年定め
ています。つまり、地域ごとに課題解決に必要
な使い道の額を事前に定めてから、寄付を募る
「計画募金」です。
募金による助成には、市区町村での活動を応

援する地域助成と、市区町村を越えた広域での
活動や先駆的な活動を応援する広域助成があり
ます。全国的な統計では、地域助成と広域助成
の一部を合わせて、集まった募金の約7割が募金
をいただいた地域で使われています。残りの3割
は市区町村を越えた広域での活動や災害時の備
えのためなどに使われています。

共同募金のしくみ

★きねづかんは、高齢者の「好きなこと」
「得意なこと」を応援するコーナーです

室戸まごころを育てる会
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室戸市地域包括支援センターだより

VOL．230
(10月号）たんぽぽ

フードドライブとは、家庭や企業等から余っている未使用の
食品を寄付いただき、生活に困窮し食品を必要とされている
方等に提供する活動です。
本キャンペーンは、生活に困窮されている方等に食料支援を
行う団体が連携し、食品ロスや生活困窮に対する県民の理
解促進を目的として、県内全域で一斉に実施します。
“もったいない”から“ありがとう”へ。本キャンペーンへのご理
解とご協力をよろしくお願いします。

保存可能な食品の寄付をお願いします
お米、缶詰、レトルト食品、インスタント食品、備蓄食品、乾物（ふりか

け、お茶漬け、のり等）、飲料（お茶、ジュース等）、調味料 等

寄付いただく食品については以下の点をご確認ください
賞味期限が一ヶ月以上あること、未開封であること、破損し中
身が出ていないこと

室戸市生活支援相談センター TEL:２２－２６６０

第14回 フードドライブキャンペーン

令和7年度 第1回 室戸市ネットワーク会議

室 戸 市 民 生 委 員 児 童 委 員 協 議 会   「 全 体 研 修 」
民児協全体研修として、8/26（火）～8/27（水）に徳島県勝浦郡上勝町と兵庫県淡路市・南あわじ市福良
港にて（民生委員・児童委員19人）研修を行いました。

8月30日（土）、室戸市ネットワーク会議に
おいて埼玉県立精神医療センター・成瀬暢
也先生を講師に迎え、「アルコール依存症者
とのかかわり方」に関する研修を開催しまし
た。本講演では、アルコール・薬物・ギャンブ
ル等の依存症を病気として理解し、批判や

安芸ひまわり基金法律事務所

無料法律相談のお知らせ

日 時：令和7年10月21日（火）

13：30～16：30

場 所：安芸ひまわり基金法律

事務所

（安芸商工会議所2階）

受 付：0887-35-8200

（平日9：00～18：00）

要予約！1人30分まで

上勝町では、過疎地域における産業振興や、ごみの排出をゼロにするべく、行政と
町民が協力して行っているゼロ・ウェイストへの取り組み等とその施設「上勝町ゼ
ロ・ウェイストセンター」について見学・研修しました。究極のごみ減量活動に驚きま
した。上勝町役場の職員さんと上勝町民生・児童委員との交流・情報交換を行いま
した。

淡路市においては、阪神・淡路大震災を体験された語り部の方（民生・児童委
員OB）に当時の経験と対応等を直にお聞きし、また北淡震災記念公園の野島
断層保存館にて震災の被害の現実を目のあたりしました。
さらに、南あわじ市の福良港における津波被害を記録保全する、福良港津波
防災ステーションにて、当時の津波の様子をガイドの方に伺いました。
今後想定される、南海トラフ地震と地震・津波被害のことを想像し、少しでも
減災につながるような備えを日頃から心掛けることが必要であると考えました。

高齢者の総合相談窓口である地域包括支援センターにはさまざまな相談が寄せられますが、

今回は「権利擁護（けんりようご）」についてのお話です。「権利擁護」という言葉は、

この【たんぽぽ】にも時々登場するのですが、聞きなれない言葉だと感じる人が多いかもしれ

ません。

以上のような事業や制度がありますが、ご本人の状態によって利用できる制度が異なってきますので、

ぜひ地域包括支援センターにご相談ください。

～高齢者に関する相談窓口～
室戸市地域包括支援センター TEL：２２－５１５８
受付時間：月曜日～金曜日（祝日を除く） ８時３０分～１７時１５分

≪守秘義務について≫

地域包括支援センターの職員には守秘義務（秘密を守る義務）があります。寄せられた相談の内容によっ

て、適切なサービスや機関、制度の利用につなげていきますが、その場合でも「誰から相談が寄せられたの

か」という点について秘密を守ります。

高齢者の財産や権利を守る制度があります
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説教ではなく、信頼関係を基盤に支援を行
う重要性が強調されました。依存症者を責
めるのではなく、困りごとを共有し共に解
決を目指す姿勢が求められること、自助グ
ループや家族支援の役割、ハームリダク
ションの理念についても学びました。今回
の研修は、地域における支援者の心構えや
実践的対応を再確認する貴重な機会とな
りました。

※１「日常生活自立支援事業(福祉

サービス利用援助事業）」とは？

判断能力が十分でないため日常生

活に支障がある方に対し、福祉サー

ビスの利用のための援助をしたり、

日常の金銭管理などをおこなうこと

により自立した生活の支援をおこな

うものです。ご本人、室戸市社会福

祉協議会、高知県社会福祉協議会

の三者で契約を交わす必要がありま

す。

※２「成年後見制度」とは？

認知症や知的障害、精神障害などの理由

で判断能力が十分でない方は、預貯金や不

動産を管理したり、介護などのサービスや施

設への入所に関する契約を結んだり、遺産分

割の協議をしたりする必要があっても、それ

らのことを自分でするのが難しい場合があり

ます。また、悪質商法などの被害にあう恐れ

もあります。このような方々の権利を守り、支

援するのが「成年後見制度」です。（成年後見

制度には、「法定後見制度」と「任意後見制

度」があります。）

そもそも、「権利擁護」ってどういう意味？
なんのことかなあ？？

福祉サービス利用のための契約や金銭管理などを自分ひとりでおこなうこと

が難しい人を支援する「日常生活自立支援事業※１」や、「成年後見制度※２」の

活用をとおして、高齢者の財産を守ること、権利を守ることを「権利擁護」って

言うんですよ。包括支援センターの役割の１つなんです。

けんりようご
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